
空き家再生等推進事業（国土交通省）の概要と他都市の事例について 

１．空き家の利活用の促進 

 「富山市所有者意向調査」では、日常的に利活用されていない空き家において、半

数以上の所有者が空き家の利活用に前向きな意向を持っていることが確認されました。

一方で、住宅の流通に関する問題や利活用に関する問題も確認されました。 

 このため、「富山市空家等対策計画」では、空き家対策の基本方針の一つとして「空

き家の利活用の促進」を設定しております。 

 本市では、「空き家の利活用の促進」として、空き家情報バンクの運営や公共交通の

便利な地域における空き家の取得やリフォームに対する支援を行っております。しか

し、人口や世帯の減少に伴い、住宅需要の減少が見込まれることから、空き家を住宅

以外の用途として活用も検討しなければなりません。 

 このことから、空き家を地域の資源と捉え、地域振興や活性化につながる取り組み、

地域課題の解決のための取り組みについて支援する、補助制度の検討を行います。 

２．補助制度の概要 

 民間の施設に対する補助を行う場合は、公益性の確保が必要となります。このため、

国が行っている支援策である「空き家再生等推進事業」を活用した補助制度について、

実施を予定しています。 

空き家再生等推進事業（国土交通省）の概要 

 １）目的 

   空き家住宅等の集積が居住環境を阻害し、又は地域活性化を阻害している区域

において、居住環境の整備改善及び地域の活性化に資するため、不良住宅、空き

家住宅又は空き建築物の除却及び空き家住宅又は空き建築物の活用を行う。 

 ２）助成対象事業費 

  (１)空き家住宅・空き建築物の改修等費 

    住環境の改善及び地域の活性化のため、宿泊施設、交流施設、体験学習施設、

創作活動施設、文化施設等の用に供するために行う住宅等の取得（用地費を除

く。）、移転、増築、改築等に要する費用（ただし、１０年以上活用されるもの

であること。） 

   (２)不良住宅、空き家住宅又は空き家建築物の除却等に要する費用 

    除却工事費及び除却により通常生ずる損失の補償費の合計に１０分の８を乗

じて得た額（ただし、跡地が地域活性化のために供されるもの） 
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